







Irnprovernent of the ED 
Tatsuro YANASE and Hiroharu MIZUNO 
(Heceived Aug 2， 1986) 
The ED is a standard 1ine-editor on the UNIX operating systern. 
However， it is word processing oriented rather than charac七er
edit. We have irnproved on the 1ine-edi七orrnain1y about fo11owing 
three points; 1) be ab1e七ochange by a charac七erpointed on any 
1ine，. 2) can use rnerno pads， 3) rnu1tip1e fi1e edit. The prograrn 
















































行 1，行 2 指令追加情報⑪





行されるの形式は次の通り。〔以下においては(x x x )は xxxを省略しでもよいととを表す〕
( n1(，n2))G/文型/指令


























(. + 1 ) 
( .一 1) 
(. ，. ) 























例[ A -Z 1 
* 閉包(直前の文型の 0回以上の繰り返し)




























@c 脱出記号付きの文字 C@& ) 
脱出記号付きの文字は文字@のあとに l個の文字を付けたものから成る。
@N は改行符号⑪








(nl(，n2))S/(文型 1) /文字列 2/(G ) ( 2 ) 
の形をしている o コマンドの意味は， n 1から n2までサーチして文型 1を文字列 2で置き換える。
行を指定しなかった場合，現在行が操作の対象となる。追加情報のGを指定した時，その一行中の








































































(nl (， n2) )B(n3) 
( n 1 ) RR ( n 2 ) 
# ( E ファイル名)
( n 1 ( n 2 ) ) T 
寸 (nl(，n2)) ファイル名)
T T [ n 1 
!<コマンドファイル名>
ただし，表 2において， nはメモリ番号， ( )は省略可能である。以下において，これらの機能
を詳細に見てゆく。
3. 1 行内編集機能
挿入の例 AB:C D d cb a 
i￥苦味料b
1 〆




































(nl) R (n2(，n3))(ファイル名) ( 4 ) 
によって，ファイル名で示した外部ファイルのn2行からロ 3行までを，編集中のn1行の後ろへ，
追加挿入する乙とができる乙とを示している。このとき n1を省略すれば，現在行の直後に挿入が














(nl )RR(n2) ( 6 ) 
でn1行の直後へ，メモリ n2の全ての内容を読み出して，挿入を行う。
(1) n 1を省略すると，現在行の後へ挿入が行われ，
(2) n 2を省略すると，自動的にメモリ Oが選ばれて読み出しが行われる。
④では，編集ノてっファの切換を行い，
















? ?、 、 ， ??? ? ? ? ? 編集テキストのn行から最終行まで表示。
(3) メモリ内容の表示 T T ( n ) 
T(nl(，n2))(ファイル名)
ファイルの n1行から n2行まで表示，
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